◇2009 Club Jr. Invitational競技ルール◇
＜試合形式＞

○得点制：15点先取。ただし、得点が14対14になった場合は17点を上限としたデュースを行う。

試合時間75分が経過しても決着がつかなかった場合、タイムキャップとなる。
○タイムキャップ：試合時間75分経過後、最初の得点が入った時点で決着がつかなかった場合、勝っているチームの得点に2点を加算した得点を決勝点とし（ただし、その得点が15点を超える場合は、15点を決勝点とする。）、その決勝点を先取したチームの勝利とする（2点差をつける必要はない）。ただし、試合時間90分経過時点で試合終了とし、その時点で得点が多いチームの勝利とし、同点の場合は引き分けとする。
（タイムアップ前に投げられたスローであっても、90分経過時点で無効となります。）

○ハーフタイム：5分間（試合時間に含む）。いずれかのチームが８点を取った時点、又は40分経過後の得点後にはハーフタイムに入る。

○タイムアウト：前後半各チーム90秒2回ずつ（試合時間に含む）取れる。
タイムキャップやデュース中は後半に含まれると考え、取れるタイムアウトの数に変更は無い。
〇競技ルール：日本フライングディスク協会ルールに準ずる。
＜リーグ内順位決定方法＞
①　勝ち試合数の多いチームが上位。

②　①で決定しない場合、負け試合数の少ないチームが上位。

③　②で決定しない場合、直接対決で勝った方が上位。

④　③で決定しない場合、得点の多いチームが上位。
⑤　④で決定しない場合、得失点差の多いチームが上位。
⑥　⑤で決定しない場合、チーム代表者によるフリッピングにより順位を決定する。　
＜スクラッチについて＞
〇試合開始時間に、規定人数が揃わなかったチームは、その時点でスクラッチとする。

〇1試合でもスクラッチをしたチームは、全ての試合が無効となり、最下位となる。

〇同リーグにおいて、2チーム以上のスクラッチが発生した場合、スクラッチをしたチームの順位は、
フリッピングにより決定する。その場合、それまでに行った試合の結果は一切考慮しない。
〇両チームの合意があれば、人数がそろうまで試合開始時間を遅らせても構わないが、次の試合が
始まる5分前までには、試合を終了させなければならない。また、怪我などのために、試合途中で
７人に満たなくなった場合も同様の扱いとする。

＜試合進行＞

〇各コートとも時間管理およびスコア管理は、両チームの責任において管理をして下さい。

〇大会期間中、試合開始時間のみ、本部にて合図をしますが、コートによっては合図が聞こえないところ
もあるため、その場合は、両チームの合意のもと、試合を開始して下さい。
〇スコア管理についても、試合している両チームの責任において行って下さい。
〇スムーズに試合を進めるため、又、限られた時間の中で最大限プレーするため、得点後、オフェンス側は60秒以内にセットアップ(セットアップ完了の合図は挙手)、ディフェンス側はオフェンスのセット後15秒以内にスローオフすることを目標にお願い致します。（時間計測やペナルティはありません）
＜スコアシートについて＞

試合が終わり次第、速やかにスコアシートを大会本部までお持ち下さい。ご協力お願いいたします。
＜お願い＞

今大会で使用しているフィールドは使用時間が午前8時～17時までと制限されております。
第1試合（午前9時スタート）のアップは午前8時以降に行って頂きますようお願い致します。

また、第5試合試合終了後（16時50分）は速やかに退出して頂きますようお願い致します。

選手の皆様には大変ご迷惑をお掛け致しますが、芝の保護の為、ご理解とご協力をお願い致します。
